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サクラの似合う姫路城が小さく見えるほど強い「つむじ風」。舞い上がる枯れ葉を
狙うカメラマンの動きが、分厚いコートを通して、その真剣さが伝わります。仕上
がった写真も気になるものの、チャンスを狙う姿に何故か満足感が。

（生活創造応援隊 髙野 雅一）
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姫路市文化財センターが開館20周年を迎えたことを記念し、国の重要文化
財に指定されている宮山古墳出土品が10年ぶりに展示されるということで、
今回取材に行きました。
この宮山古墳出土品は、今から約60年前に発掘され、普段は特別収蔵庫内

において24時間温湿度を一定にした状態で厳重に保管されているそうです。
垂飾付耳飾や銀錯貼金環頭大刀をはじめとして朝鮮半島からもたらされたと
みられる貴重な遺物が多くあり、20年前には日本を代表する考古資料として、

ドイツでも展示された素晴らしい文化財になります。特に、銀錯貼金環頭大
刀の環頭部分の装飾は、他に類例がないものだそうです。被葬者はいかなる
人物か？金や銀を使った煌びやかな装飾品はどこで製作されたのか？誰がど
のように使っていたのか？など、分からないことばかりですが、現在の研究
成果では、宮山古墳とその出土品からは、日本（倭）と朝鮮半島諸国との密
接な地域間交流がうかがえるそうです。今後の更なる解明に期待したいと思
います。
また、この施設は、猫と思われる動物の足跡がついた土器で有名です。と

ても人気があり全国の博物館で巡回展示されているため、なかなか姫路に帰
ってこない状況が続いているそうです。古代の人々も猫や犬などの動物と仲
良く生活していたのかと想像が膨らみました。どんな足跡なのか一度は実物
を見てみたいものです。
今回、展示物を分かりやすく説明いただいた技師の山下さんは、今後新た

な調査方法などにより更に古墳時代の謎が解明されるよう、保存修理と未来
への継承に努力していきたいと力強くおっしゃっていました。是非みなさん
も1600年前の煌めく金・銀の副葬品である姫路の至宝、日本の宝を鑑賞いた
だき、ロマンあふれる古の歴史に思いを馳せてみてはいかがでしょうか。

伝統工芸品、歴史的建造物、おすすめのレスト
ランなど…中播磨地域に住む記者が「行ってみ
たい」と思う、こんなところをご紹介！

取材・原稿／【生活創造応援隊】玉谷康彦、筈井公美子
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見野の郷交流館に展示されている
猫と思われる動物の足跡の付いた須恵器のレプリカ

姫路市埋蔵文化財センター
【姫路市四郷町】

ロマンあふれる古の歴史に思いを馳せる

※開館20周年記
念展「綺羅、宮
山古墳 -煌めく副
葬品にみる被葬
者の姿-」は、
令和7年12月21日
（日）まで開催
中。

「綺羅、宮山古墳 -煌めく副葬品にみる被葬者の姿-」

02 

垂飾付耳飾

銀錯貼金環頭大刀の環頭部分の説明の様子

詳しくは
姫路市HPへ

ご案内いただいた技師の山下さん（左から３人目）と記念撮影



「ひょうごのバス旅を支援します！」

10月29日（月）中播磨県民センターにおいて、フィールドパビリオン認定プログラム提供者を対象に、
フィールドパビリオン磨き上げ研修「みんなで振り返る ひょうごフィールドパビリオン」が開催され
ました。参加者は、プログラムを軸としたコンテンツの作り方とメディアミックス実践法について講義
を受けた後、フィールドパビリオンの取組検証と今後できることについてワークショップ形式で活発な
意見交換を行いました。万博は閉幕しましたが、今後さらに認定プログラムの内容が充実され、より多
くの方に提供されることを期待します。
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平櫛武さんによる説明 ワークショップの様子 グループワークの成果

放送大学は、４月入学生を募集しています。10代から90代の幅広い世
代、約８万２千人以上の学生が、大学を卒業したい、学びを楽しみたい
など、様々な目的で学んでいます。授業には３つのスタイルがあり、BS
放送やインターネットで視聴する、また講師から直接受ける授業があり
ます。心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、300以
上の幅広い授業科目があり、１科目から学ぶことができます。
資料は無料で提供されておりますので、お気軽に下記までご請求くだ

さい。
◆放送大学兵庫学習センター（ 078－805-0052）
◆姫路サテライトスペース （ 079－284-5788）
出願期間は、第１回は２月27日まで、第２回は３月16日までです。

フィールドパビリオン磨き上げ研修

中播磨県民センターからのお知らせ

ひょうごフィールドパビリオンは、地域の「活動の現場そのもの
（フィールド）」を、地域の方々が主体となって発信し、多くの
人に来て、見て、学び、体験していただく取組です。

「ひょうごフィールドパビリオン」とは?
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放送大学 入学生募集のお知らせ

グループ旅行などでバス１台あたり最大７万円の補助金が“旅行会社”に出ます。
【助成対象】国内旅行会社（国内旅行会社を通じて補助金申請していただきます）
【対象期間】令和７年１２月１日出発～令和８年２月２８日までの帰着
【主な条件】・１０名以上が参加するバス旅行

・兵庫県内での１泊以上宿泊
・有料の観光施設２カ所以上の利用

詳しくは兵庫県公式ＨＰへ

冬の兵庫は魅力満載！
バス旅のご相談は
お近くの旅行会社まで！

受注型企画旅行も
対象です！

放送大学HP
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しんぶんを通して、人のWa’・平和のWa’・話のWa’など限りないWa’に出会いたい…そんなWa’を伝えていきます。
（生活創造応援隊 一同）

発行元／兵庫県中播磨県民センター県民躍動室県民課（消費者センター） 〒670-0947 姫路市北条１-９８ 兵庫県姫路総合庁舎２階
【電話】079-281-6023 【ＦＡＸ】079-281-3015 【Ｅメール】nkharikem@pref.hyogo.lg.jp
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消費生活情報～くらしに役立つ情報をお届けします～

Ｗａ‘Ｗａ’Ｗａメール配信のお知らせ

この度、中播磨生活創造しんぶん「Ｗａ‘Ｗａ’Ｗａ」をより多くの方々にお届けするため、次号
（令和８年６月頃発行予定）からメールでお届けすることとなりました。メール配信をご希望の
場合は、下記フォームからメールアドレスをご登録いただきますようお願いいたします。

グループ活動を紹介しませんか？

次号より中播磨生活創造しんぶん「Ｗａ‘Ｗａ’Ｗａ」の中で、生活創造グループの皆様の団体紹介
を掲載させていただきたいと考えております。投稿いただける場合は、下記フォームからお送りく
ださい。皆様からのご投稿をお待ちしております。

定年退職や子育て終了など、「お金の流れ」と「時間の使い方」が大きく変化するタイミングに
備え、将来の生活と必要な資金について、ワークを通じて具体的に学びます。
これからの人生を安心して過ごすため、何をどのように準備すればよいかを知りましょう！

【日 時】令和８年１月15日（木）13:30～15:00
【会 場】兵庫県姫路総合庁舎 職員福利センター３階 大会議室 （姫路市北条1-98）
【持ち物】筆記用具
【講 師】AFP認定者（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・ﾌﾟﾗﾝﾅｰ）、キャリアデザイナー

株式会社みらいている 代表取締役 末藤 智也 氏

【ワーク内容】
✐将来の生活を具体的にイメージしよう。
「定年後１か月の生活費シミュレーション」
✐将来のお金の動きを数字で確認しよう。
「ライフイベント表に基づくキャッシュフロー表づくり
✐物価高、⾧寿リスクに対応するための「攻めと守りのバランス」を体感しよう。
「運用商品・運用方法のリスク分散ワーク」

未来の自分をつくる！定年後キャリア＆暮らし方デザイン
ライフプランの再設計と資金運用戦略

↑申込サイト

【申し込み・問い合わせ先】
中播磨県民センター 県民躍動室県民課（中播磨消費者センター）
〒670-0947 姫路市北条1丁目98番地
TEL:079－281－6023 (平日９時～17時) FAX:079－281－3015

【メールアドレス登録フォーム】
URL：https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1759711999932
個人・団体問わず、どなたでも登録できます。
配信停止もこちらのフォームから登録できます。

【グループ活動紹介フォーム】
URL：https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1761192485162
皆様のグループ活動を２００字程度で紹介してください。

参加無料
（要申込）


